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カキ礁の価値と保全の必要性（４）
－ 有明海におけるカキ礁の保全と造成 －

小谷祐一

1. はじめに
有明海の佐賀県海域における干潟の航空写真を
新たに解析した結果、昭和53年のカキ礁の面積は
546haでしたが、約30年後の平成19年には約30％の
161haに減少していました1）。沖合域におけるその主
な減少要因は、ノリ網の支柱を設置する際の障害に
なることから、カキ礁が取り壊されたことにありまし
た。また、鹿島市沿岸域などに残されたカキ礁も、近
年、主にナルトビエイによる食害によって、夏場にはそ
の多くが砕かれて白くなった貝殻で覆われています。
そこで本稿では、有明海の環境改善と漁業振興
を図る上における「残存するカキ礁の保全」や「新
たなカキ礁の造成」とともに、ナルトビエイ対策の必
要性についても考えてみることにしました。

2. ナルトビエイによる食害と対策
ナルトビエイは軟骨魚綱エイ目トビエイ科に属する
魚類の一種であり、日本近海では東シナ海から西日本
の太平洋沿岸を広く回遊し、主に九州沿岸域から瀬
戸内海や伊勢湾などに出現するとされています2）。ア

サリやタイラギなどを選択的に捕食することから、
近年、ナルトビエイによる二枚貝類の食害が西日本
の沿岸各地で報告されるようになりました。有明海
でもナルトビエイが毎年出現し、二枚貝類の食害が
深刻な問題となっているため、漁業者などからナルト
ビエイ対策が強く要望されています。近年の調査に
よると、有明海では年間に約15万個体が来遊すると
推定され、約620トンの二枚貝類が捕食されている
と試算されています3）。
これまで有明海や瀬戸内海などでは、アサリ漁場
などへの防除柵の設置や被覆網などによる食害防
止対策4）とともに、漁業者による刺し網を用いたナル
トビエイの駆除が行われてきました。その結果、ナ
ルトビエイの来遊個体数の減少や小型化が観察さ
れる5）とともに、干潟域におけるアサリ漁場への被覆
網などでは一定の効果がありました。しかし、カキ
礁をはじめタイラギやサルボウなどの漁場では、効
果的な食害防止対策がとられていないことから、依
然としてナルトビエイによる食害を受けていると推
定されます。そこで、有明海におけるカキ礁の保全
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を図るためには、新たな食害防止技術の開発ととも
に、ナルトビエイの生態などに関する科学的な知見
や情報にもとづいた来遊個体数管理が必要である
と考えています。なお、漁業者が管理する「カキ床」
にはナルトビエイは寄りつかないことが知られてい
ます（写真１）ので、ナルトビエイ対策の一つになる
のではないかと考えています。

写真1　佐賀県鹿島市地先で行われている地蒔き式カ
キ養殖漁場（カキ床）では、竹や塩ビパイプに着生し成
長した稚貝を掻き落として育てている。ナルトビエイ
はこの篊（ひび）が苦手のようで、カキ床では食害が少
ないことが知られている。

これまでも水産庁事業などによって、ナルトビエ
イの生態や食害の実態などを把握するための調査
が西日本沿岸各地で行われ、多くの知見が蓄積さ
れています。加えて、（一社）全国水産技術者協会で
は、バイオロギングや環境DNA分析などの新たな調
査手法を用いた「有明海におけるナルトビエイの来
遊等調査」を実施しています3）,6）。その調査結果は
ホームページ（http://www.jfsta.or.jp/narutobiei/
index.html）で公開されており、スマートフォンなどで
も確認することができます。すなわち、ナルトビエイ
の生態や来遊などに係る情報にもとづいて、より効
率的かつ効果的な食害防止対策や来遊個体数管
理などが行われることにより、二枚貝類の母貝団地
やカキ礁の造成ならびに各種の漁場管理の効果が
活かされ、二枚貝類の資源回復や環境改善に繋が
ることが期待されます。

3. 残存するカキ礁の保全
西海区水産研究所と佐賀大学は平成22～ 24年
度に共同で、有明海奥部におけるカキ礁生態系の
特徴と機能に関する各種観測や調査（写真２）を実
施するとともに、カキ礁を構成するマガキ、シカメガ
キ、スミノエガキの３種のろ水速度や摂餌特性など
に関する室内実験を行いました7）。

写真2　カキ礁の枠取り調査。ステンレス製の30cm
方形枠のなかの生物などを深さ10cmまで採取して、タ
ンクに入れて持ち帰り、カキ類の殻長や殻幅などを測
定するとともに、他の生物についても計数・測定します。

　その結果、有明海奥部におけるカキ礁の特徴とし
ては、1）マガキ、シカメガキ、スミノエガキの３種で
構成され、地盤高の低い地点でスミノエガキが、地
盤高の高い地点ではシカメガキの割合が高いこと、
2）塩田川河口域では沖合のカキ礁よりもスミノエガ
キとマガキが多い傾向があることが分かりました。
また、3）室内実験の結果と現場水温や生物量など
から試算したところ、カキ礁が大量の有機物を除去
する能力を有していることが示唆されました。さら
に、カキ礁及びその周辺に出現する生物の特徴とし
ては、1）カキ礁にはアサリなどの二枚貝のほか、準
絶滅危惧種のウネナシトマヤガイやカワグチツボも
生息していること、2）マクロベントスの種数、個体
数及び湿重量はカキ礁の方が周辺の泥質干潟より
も多いこと、3）春季から秋季にかけて、エツ、コイチ、
ハゼグチなどの多くの魚類がカキ礁周辺でかいあし
類やアキアミなどを活発に摂餌していること、4）冬
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海に生息する貴重な生物たちの宝庫となっているこ
とからも、残存するカキ礁を保全する必要性は高い
ものと考えられます。

4. 新たなカキ礁の造成
有明海奥部では、二枚貝類の減少、赤潮や貧酸素
の発生、水質や底質の悪化などが起こっており、いわ
ゆる「負のスパイラル」に陥っています（図１）。前述
の生態系シミュレーションモデルによる解析では、カ
キ礁付近に限られるものの、新たなカキ礁の造成に
よって植物プランクトンおよび有機懸濁物濃度が減
少するとともに、溶存酸素濃度は底層でわずかであ
るが上昇することから、新たなカキ礁の造成が有明
海の環境改善に効果があると考察しています。また、
「負のスパイラル」のきっかけは過剰な基礎生産によ
る酸素消費の増大とそれに伴う貧酸素水塊の形成
であるので、新たなカキ礁の造成によって有機物の
除去を増加させることが可能であれば、貧酸素水塊
の緩和を通じて浅海域底層の生態系の回復効果や
生物多様性の向上が見込まれるとしています。ただ
し、目に見える効果を得るためには、新たなカキ礁の
造成だけでは不十分であり、他の方策と併せて実施
することが望ましいと考察しています7）。これらのこ
とからも、アサリやタイラギなどの二枚貝類の資源
回復などとともに、カキ礁の再生を目指した造成事
業などの取り組みが望まれます。

季にはヤマノカミがカキ礁で成熟・産卵していること、
5）春季から夏季にかけて、ハゼクチは仔魚から稚魚
への成長過程において生息域を干潟からカキ礁に移
行すること、6）トラフグ稚魚はカキ礁を育成場として
いることなどが確認されています7）。
　以上のように、有明海奥部に現存するカキ礁は、水
質浄化ならびに餌や隠れ処の提供など、第２稿「－
機能と役割－」で紹介したような多様な機能を発揮
して、環境改善や生物生産などの重要な役割を果た
しているようです。
　同じくこの調査では、カキ礁を組み込んだ生態系
シミュレーションモデルを開発して、カキ礁と貧酸素
水塊との関係について解析しています。その結果、
1）カキ類による摂餌によって植物プランクトンおよ
び有機懸濁物濃度はカキ礁付近で顕著に減少する
こと、2）カキ礁がある方が有明海底層の広範囲に
おいて溶存酸素濃度が高くなることから、カキ礁が
有機懸濁物フラックスを減少させることにより、底層
の酸素消費量が低下する可能性が示唆されました。
これらの結果をもとに、カキ礁を構成するカキ類や
そこに生息する二枚貝類が有機物を除去するととも
に、カキ礁が多くの底生生物や魚介類の生産や生物
多様性の保全などの役割もあわせ持つことから、既
存のカキ礁を保全することが望ましいと考察してい
ます7）。なお、カキ礁はそれ自身が複数のカキ類の
遺伝資源であるとともに、カキ礁とその周辺は有明

図1　有明海における二枚貝類の減少、赤潮や貧酸素
の発生、水質や底質の悪化などの主要な現象間の関係。
赤い矢印は生物的現象からの影響を、青い矢印は物理・
化学的現象からの影響を、黄色の矢印は二枚貝類の減
少による影響を示している。
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最後に、有明海におけるカキ礁の造成において
は、それを構成するマガキ、シカメガキ、スミノエガキ
の３種が形状や大きさはもとより、生息水深や産卵
生態なども異なることから8）,9）、それらの生物・生態
特性を考慮する必要があります。また、有明海のカ
キ礁はスミノエガキの養殖を目的に造られた「カキ
床」が基盤となっていますが、現在のカキ礁は地盤
高が上昇し、そのため特に沿岸域ではマガキやシカ
メガキが優占していることが明らかになっています7）。
さらに、地球温暖化の影響による水温や水位の上昇
ならびに海洋酸性化も懸念されています。そこで次
稿では、有明海で取り組まれているカキ礁再生の活
動を紹介するとともに、沿岸域の環境変化の影響も
見据えつつ、有明海におけるカキ礁造成の技術的課
題について考察したいと考えています。
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